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【薬効分類】６２５ 抗ウイルス剤 

【医薬品名】ニルマトレルビル・リトナビル 

【措置内容】以下のように使用上の注意を改めること。 

下線は変更箇所 

現行 改訂案 

2. 禁忌（次の患者には投与しないこと） 

次の薬剤を投与中の患者：エレトリプタン臭化水素酸塩、アゼル

ニジピン、オルメサルタン メドキソミル・アゼルニジピン、エ

プレレノン、アミオダロン塩酸塩、ベプリジル塩酸塩水和物、フ

レカイニド酢酸塩、プロパフェノン塩酸塩、キニジン硫酸塩水和

物、リバーロキサバン、チカグレロル、アナモレリン塩酸塩、リ

ファブチン、ブロナンセリン、ルラシドン塩酸塩、ピモジド、ス

ボレキサント、エルゴタミン酒石酸塩・無水カフェイン・イソプ

ロピルアンチピリン、エルゴメトリンマレイン酸塩、ジヒドロエ

ルゴタミンメシル酸塩、メチルエルゴメトリンマレイン酸塩、フ

ィネレノン、イバブラジン塩酸塩、シルデナフィルクエン酸塩

（レバチオ）、タダラフィル（アドシルカ）、バルデナフィル塩酸

塩水和物、ロミタピドメシル酸塩、ベネトクラクス〈再発又は難

治性の慢性リンパ性白血病（小リンパ球性リンパ腫を含む）の用

量漸増期〉、ジアゼパム、クロラゼプ酸二カリウム、エスタゾラ

ム、フルラゼパム塩酸塩、トリアゾラム、ミダゾラム、ボリコナ

2. 禁忌（次の患者には投与しないこと） 

次の薬剤を投与中の患者：エレトリプタン臭化水素酸塩、アゼル

ニジピン、オルメサルタン メドキソミル・アゼルニジピン、エ

プレレノン、アミオダロン塩酸塩、ベプリジル塩酸塩水和物、フ

レカイニド酢酸塩、プロパフェノン塩酸塩、キニジン硫酸塩水和

物、リバーロキサバン、チカグレロル、アナモレリン塩酸塩、リ

ファブチン、ブロナンセリン、ルラシドン塩酸塩、ピモジド、ス

ボレキサント、エルゴタミン酒石酸塩・無水カフェイン・イソプ

ロピルアンチピリン、エルゴメトリンマレイン酸塩、ジヒドロエ

ルゴタミンメシル酸塩、メチルエルゴメトリンマレイン酸塩、フ

ィネレノン、イバブラジン塩酸塩、シルデナフィルクエン酸塩

（レバチオ）、タダラフィル（アドシルカ）、バルデナフィル塩酸

塩水和物、ロミタピドメシル酸塩、ベネトクラクス〈再発又は難

治性の慢性リンパ性白血病（小リンパ球性リンパ腫を含む）の用

量漸増期〉、ジアゼパム、クロラゼプ酸二カリウム、エスタゾラ

ム、フルラゼパム塩酸塩、トリアゾラム、ミダゾラム、ボリコナ



ゾール、アパルタミド、カルバマゼピン、フェニトイン、ホスフ

ェニトインナトリウム水和物、フェノバルビタール、メペンゾラ

ート臭化物・フェノバルビタール、リファンピシン、セイヨウオ

トギリソウ（St.John's Wort、セント・ジョーンズ・ワート）含

有食品 

 

10. 相互作用 

10.1 併用禁忌（併用しないこと） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 

フェニトイン 

ホスフェニトインナトリウ

ム水和物 

フェノバルビタール 

メペンゾラート臭化物・フ

ェノバルビタール 

リファンピシン 

セイヨウオトギリソウ

（St.John's Wort、セン

ト・ジョーンズ・ワート）

含有食品 

抗ウイルス作用の消

失や耐性出現のおそ

れがある。 

これらの薬剤の

CYP3A 誘導作用

により、ニルマ

トレルビル及び

リトナビルの濃

度が低下するお

それがある。 
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